
学科 授業の方法

担当者

資格・役職等

開講時期 3年次後期 単位数 1単位 時間数

テキスト

参考文献

成績評価
の方法

授業科目
の教育内容

　　　　　・看護管理に関する筆記試験（40点）

第14～15回　OSCE（50点）

筆記試験

　　　　　・OSCE事例の基本的知識（アセスメント等）確認（10点）

9. 看護現場に影響を与える制度と法律

客観的臨床能力試験（OSCE）

　　　　　・事例をもとに対象の状態に応じた看護実践を行う

授業目標
及び概要

　日進月歩の医療においては、提供するサービスの質を保証し、向上させていくことが強
く求められている。看護ケアにおいても、質の向上は重要関心事となっている。質の高い
組織的なサービスを提供するため組織的な看護体系（看護サービス）と看護における管
理を学ぶ。組織における看護師の役割、看護管理の実際、看護の専門性、他職種との協
働の中での看護師としてのメンバーシップやリーダーシップについて理解し、科学的根拠
に基づいた看護が実践できる能力の習得をめざす。また、臨床の場を設定し臨床判断能
力を発揮できるよう学習を行い、OSCEを通して卒業に向けた自己の課題を明確にしてい
く。

授業計画

第2看護学科 講義・演習

1．他者と共に活動すること

2. 看護マネジメントとは

3. 組織で取り組む看護活動

4. 看護の質向上のための取り組み

5. 看護と経営

6. 業務のマネジメント

8. 看護専門職とキャリア

授業科目 臨床看護の実際 教務主任（臨床経験19年）

30時間

メディカ出版　看護管理　看護統合と実践①

筆記試験（50点）、OSCE（50点）、授業参加度

合計60点以上を合格とする。

看護師として病院での臨床経験を持つ教務主任が臨床看護の実際について教育を行う
科目

7. セルフマネジメント



学科 授業の方法

担当者

資格・役職等

開講時期 3年次前期 単位数 1単位 時間数

テキスト

成績評価
の方法

授業科目
の教育内容

授業科目 医療安全 看護師

15時間

第1回　　医療安全の動向と現状

第2回　　医療機関における安全・感染の基礎知識

　

第6回　　与薬に伴う事故・チューブライントラブルに伴う事故

第2看護学科 講義

病院看護師（医療安全担当）が医療安全について教育を行う科目

授業目標
及び概要

　医療の中で取り組まれている安全対策の仕組みについて理解し医療者の一員として自
身と患者の安全を守るための具体的手法や原理・原則を学ぶ。

「医療安全ワークブック」（医学書院）

筆記試験、レポート。
合計60点以上を合格とする。

第7回　　医療・看護安全管理・看護師の法的責任

第3回　　医療事故・医療過誤発生のメカニズム

　　　　 リスクマネージメント、ヒューマンエラーの考え方

第5回　　主な医療事故の発生要因と防止の技術　転倒・転落

第4回　　インシデント、アクシデントレポートを通して、事例からのリスクと

参考文献

授業計画 　　　　 事故防止

「医療安全超入門」（学研）

　　　　　筆記試験

メディカ出版　医療安全　看護の統合と実践②



学科 授業の方法

担当者

資格・役職等

開講時期 3年次前期 単位数 1単位 時間数

テキスト

参考文献

成績評価
の方法

授業科目
の教育内容

授業目標
及び概要

　災害の種類と災害に関する看護独自の知識や技術を、体系的かつ柔軟に用いる
と共に他の専門分野と協力して危機的な状況における看護について学ぶ。国内外
を問わず被災地の支援を学ぶ。救急時の看護に於いては基本的知識と共に救急処
置の実際を学び身につける。

第2看護学科 講義・演習

　　試験

系統看護学講座　統合分野　災害看護学・国際看護学（医学書院）

5．トリア－ジ

6．心肺蘇生（BLS,AED）演習

7．国際看護

授業計画

　  災害と法制度

2．災害が人々の健康や生活に与える影響

　 災害各期における人々の健康問題

　 災害時要配慮者

3～4．災害看護の実際

　　　活動の場における看護（救護所・避難所における看護）

応急手当指導者標準テキスト

　  災害医療と看護

　　　災害サイクルと看護活動

1．災害と災害看護の概念

病院看護師（DMAT隊員）及び看護として病院での臨床経験を持つ教務主任が災
害看護について教育を行う科目

　　　災害時の心のケア

筆記試験（非常勤講師60点・教務主任40点）、
学習姿勢（演習への取り組み、欠席で減点）
合計60点以上を合格とする。

授業科目 災害看護
専門看護師

教務主任（臨床経験19年）

15時間



学科 授業の方法

担当者

資格・役職等

開講時期 3年次前期 単位数 1単位 時間数

テキスト

成績評価
の方法

授業科目
の教育内容

授業目標
及び概要

　研究力の萌芽を目指し、看護の実践者にとってなぜ研究が大事なのか、看護の実践に
とって意義がある研究とは何かを学ぶ機会とする。
　授業構成は、准看護師教育課程での学習や准看護師としての看護の実践の場での体
験からの疑問や問題意識を吸い上げ、文献検討して自分たちが取り組みたいとことをリ
サーチクエスチョン（研究上の問い）として絞り込んでいく。また、学習者の身近なテーマ
に沿った看護研究論文などを提示し、クリティークしていくことにより情報を吟味する力（文
献クリティーク力）をつけていくことや看護研究を身近なものにすることをねらいとする。
　また、学生個々が研究過程を体験し、論文作成および学内研究発表会で研究の成果を
発表する。

１．　看護における研究の役割　　　講義
２．　リサーチクエスチョン（研究上の問い）をたてる　　　講義・課題
３．　文献の読み方　　　講義
４．　リサーチクエスチョンの決定　　　講義・課題
５．　研究計画書の作成　　　講義・課題
６．　事例研究の方法と論文作成、研究の発表の仕方／研究の評価　　講義
７．　研究の実際　課題
　　　領域別実習の期間中に受持った1事例について論文作成し、発表する。
８．　単位認定試験	
９～１２.　研究の実際、看護研究論文作成	
自研．　看護研究論文作成	
１３～１４．学内看護研究発表会	
１５．　評価、まとめ	

参考文献

看護師として病院での臨床経験を持つ副学校長が臨床看護の実際について教育を行う
科目

授業科目 看護研究
副学校長

（臨床経験14年）

系統看護学講座　看護研究　（医学書院）

筆記試験　課題評価（50点）、研究論文・学内での研究発表（50点）

合計60点以上を合格とする。

看護における研究　（日本看護協会出版会）

授業計画

30時間

第2看護学科 講義・演習


